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研究要旨 

国民健康・栄養調査における栄養摂取状況調査では、比例案分法による食事記録法

が用いられている。現状の国民の食生活を評価するツールとしての比例案分法の可能性

を提案すべく、平成３０年と令和元年の国民健康・栄養調査のデータを用いて、比例案分

法から得られた 1 日の家族と食事を共有する（共食）の回数と栄養素および食品群摂取

状況（17食品群、21栄養素）との関連を検討することとした。対象者は、複数人世帯の 20

歳以上の成人とした。共食の回数は、各世帯員の３食（朝食、昼食、夕食）に記録された

食品項目（砂糖類・油脂類・調味料類・飲料類を除く）のうち、１つ以上の食品で他の家族

との案分比率が使用されていた食事の回数（０～３回/日）とした。共食の回数と栄養素お

よび食品群摂取状況との関連は、年齢、職業、世帯人数、欠食、間食、居住地域、世帯

内相関で調整して比較した。 

男女ともに共食の回数が高いほど、いも類、野菜類、きのこ類、調味料類の摂取量が

多く、菓子類や飲料類の摂取量が少なかった。また、共食の回数はたんぱく質、食物繊

維、カリウムなど、２１の栄養素のうちの１２の栄養素の摂取量と正の関連が認められた。た

だし、女性では、共食の回数とナトリウムの摂取量においても正の相関が示された。 

本研究では、共食の回数が多いことは、より好ましい栄養素および食品群摂取状況と

関連している可能性が示唆された。この研究を通じて、現行の栄養摂取状況調査で使用

されている比例案分法が、食事回数や共食などを評価することができることが示されたこ

とで、食環境の整備についての研究において活用できる可能性が示唆された。 
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Ａ．研究目的 

現行における国民健康・栄養調査の栄養摂

取状況調査では、家族で同じ食品を分けて摂

取することを前提として、１日の食事内容を世

帯で調理を主に担当する者が記録し、案分比

率を用いて個人の摂取量を算出する比例案

分法が用いられている(1)。しかし、家庭構造の

変化に伴い、比例案分法を用いた摂取量の推

定精度の低下や、調査票への記入負担による

協力率の低下に影響している可能性が指摘さ

れている。そのため、現状の国民の食生活を

評価するツールとしての比例案分法の可能性

を探るためにも、比例案分法による調査の有

効性について学術的に整理を行うことは有用

であると考えられる。 

比例案分法の主要な特徴の 1 つとして、家

族と食事を共有すること（共食）を客観的に把

握できることがあげられる。これまで、「家族と

食事を共にする」という観点で検討された先行

研究はすべて、家族と食事の機会を共にする

「共食」の回数と栄養素および食品群摂取状

況の関連が検討されていた。また、それらのす

べての先行研究において、共食の頻度および

栄養素および食品群摂取状況は、対象者の

認識に依存する自己申告式の質問票に基づ

いて評価され、報告されている食品または栄

養素の数も限られていた(2-8)。これらを踏まえ

ると、比例案分法と秤量法が組み合わされて

いる現行の栄養摂取状況調査は、対象者が

実際摂取した食事の全体像を質問票より正確

に把握することができるだけではなく、対象者

の認識に依存せずに、食事を共にする観点で

の「共食」の状況を検討することができると考え

られる。 

そこで、本研究では、平成３０年および令和

元年の国民健康・栄養調査のデータを活用し、

複数人世帯の 20 歳以上の成人（７，１９６人）

において、1 日あたり共食の回数と栄養素およ

び食品群摂取状況との関連を検討することを

目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

 平成 30年および令和元年までに実施された

国民健康・栄養調査のデータは、統計法に基

づき、厚生労働大臣に調査票情報の二次利

用申請を行い、承認を得て利用した。 

共食の回数は、１人の世帯員の３食（朝食、

昼食、夕食）に記録された食品項目のうち１つ

以上の食品項目で案分比率が使用されてい

た食事の回数により、0回から 3回のいずれか

に分類された。なお、共食の回数を算出する

ために用いる食品群は、国民健康・栄養調査

の集計に分類された１７食品群の内、砂糖類・

油脂類・調味料類・飲料類を除いた、13 食品

群（穀類、いも類、豆類、種実類、野菜類、果

物類、きのこ類、海藻類、魚介類、肉類、卵類、

乳類、菓子類）とした 

本研究では、食品群と栄養素の摂取量に男女

差が見られたため、男女別に解析した。統計

的有意性は、両側P値<0.05と定義した。共変

量は、先行研究に基づき、年齢（20～29歳、30

～39歳、40～49歳、50～59歳、60～69歳、70

～79歳、80歳以上）、職業（「オフィス・サービス

系」（専門的・技術的職業従事者、管理的職業

従事者、事務従事者、販売従事者、サービス

職業従事者）、「マニュアル系」（保安職業従事
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者、運輸・通信従事者、生産工程・労務作業

者）、「農業関連系」（農業従事者、林業従事

者、漁業従事者）、「家事・その他」（家事従事

者、その他（無職）、学生）、世帯人数、間食、

欠食、居住地域（政令指定都市、人口15万人

以上の市、人口5～15万人の市、人口5万人未

満の市、町村（人口規模に関係なく））等の特

性を含めた(9-14)。なお、間食の有無は、栄養

摂取状況調査票における「間食」のページの

食品記入の有無によって判断し、欠食は「食

事状況」に記入された朝食・昼食・夕食の状況

で「錠剤・カプセル・顆粒状のビタミン・ミネラ

ル、栄養ドリンク剤のみの場合」または「何も口

にしなかった（水のみ飲んだ場合も含む）」と回

答した場合、「欠食」とみなした。 

共食の回数別対象者の基本特性を解析す

るために、連続変数の共食の回数における群

間差の検定は分散分析（ANOVA）を用い、カ

テゴリー変数にはマンテル-ヘーンゼルカイ二

乗検定を用いた。 

共食の回数と食品および栄養素の摂取量と

関連を検討するために、食品および栄養素の

摂取量は、エネルギー密度法で調整し解析に

用いられた(14)。また、食品群および栄養素の

平均摂取量は、世帯内相関を考慮し、マルチ

レベル多変量解析を用いて計算して比較した。

食品群の摂取量を解析するために、摂取者

（摂取量が１日当たり 0g 以上）のみを対象とし

た。さらに、各食品群の摂取者の割合を算出

し、多変量ロジスティック回帰から得られた

Wald カイ二乗検定に基づいて比較した。栄養

素の摂取量はすべての対象者について解析

した。また、共食の回数別食事摂取状況の群

間差は傾向検定とともに ANOVA を用いて比

較した。 

 

Ｃ．研究結果 

 対象者の平均年齢は、男性が 58.1（標準偏

差、17.1）歳、女性が 56.9（標準偏差、16.7）歳

であった。対象者の特徴を表 1 に示す。男性

における１日あたり共食回数の割合は、0 回、1

回、2回、3回で、それぞれ 3.5%、17.7%、36.7%、

42.1%であった。一方、女性における共食回数

の割合は、それぞれ 2.8％、13.7％、38.1％、

45.4％であった。共食の回数が 0～2回の対象

者に比べ、3 回の対象者は、高齢者（60 歳以

上）、2人世帯（特に男性）、人口 5万人以下の

市や町村に住んでいる傾向が強かった。一方

で、共食の回数が少ない対象者では、職業が

「オフィス・サービス系」・「マニュアル系」である

者が多く、朝食・昼食・夕食のいずれの食事の

欠食者が多かった。間食の有無は、男性にお

いてのみ、共食の回数と有意な関連が見られ

た。即ち、間食なしのほうが共食の回数が多か

った。 

 多変量解析で調整した共食の回数別食品

群の平均摂取量（g/1000kcal）を表２に示す。

ほぼすべての対象者が、記録日に穀類、野菜

類、調味料類を摂取していた。男女ともに、共

食の回数は、いも類、野菜類、きのこ類、調味

料類の摂取量と正の線形関係を示され、菓子

類および飲料類の摂取量とは負の関連が示さ

れた。また、男性では、共食の回数は豆類およ

び卵類の摂取量と正の関連がみられ、穀類及

び油脂類の摂取量とは負の関連がみられた。

一方、女性では、共食の回数は海藻類の摂取

量と正の関連がみられ、砂糖類、果物類、乳

類の摂取量と負の関連がみられた。また、共

食回数と食品群の摂取頻度との関連において

は、男女ともに、豆類、種実類、果物類、きのこ

類、魚介類、肉類、卵類、油脂類の摂取頻度

は、共食の回数が増加するほど多くなったが、
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砂糖類、菓子類、飲料類では有意な差が見ら

れなかった（表３）。 

表 4に、多変量解析で調整した共食の回数

別エネルギー（kcal）および栄養素の平均摂取

量を示す。共食の回数は、女性ではエネルギ

ー摂取量と正の相関が認められたが、男性に

おいては認められなかった。また、共食の回数

は、多くの栄養素（たんぱく質、総脂質（男性

のみ）、食物繊維、カリウム、カルシウム（男性

のみ）、マグネシウム、鉄、亜鉛、銅、ナイアシ

ン、葉酸、ビタミン K、B1、B6、B12（女性のみ）、

C（男性のみ）、ナトリウム（女性のみ））の摂取

量と正の関連が認められた。さらに、共食の回

数が多いことは、女性の飽和脂肪酸の摂取量

と負の関連が認められた。 

 

Ｄ．考察 

本研究は、国民健康・栄養調査の栄養摂取

状況調査のデータに基づき、食事を共有ると

いう観点での「共食」の回数と栄養素および食

品群摂取状況との関連を調べた初めての研究

である。1 日あたり共食の回数が多いほど、い

も類、野菜類、きのこ類、調味料類の摂取量が

多く、より好ましい栄養素（たんぱく質、食物繊

維、およびほとんどの微量栄養素）の摂取状

況が認められた。一方で、女性では、共食の

回数とナトリウム摂取量に正の相関も認められ

た。 

本研究に含まれた複数人世帯の対象者は、

記録日に少なくとも 1回以上、他の世帯員と食

事を共有した割合が、欧米諸国の観察結果

（北欧諸国：54-64％、米国：49-64％）と比較し

て大幅に高かった(16,17)。これは、米国で公

表されたアジア系アメリカ人が他の民族・人種

（4.1～4.5 回/週）に比べて家族で食事をする

回数が多い（5.3 回/週）ことが報告されている

（4）。また、本研究では朝食と夕食の共食頻度

が１日当たりおよそ 1.7回であった。「食育に関

する意識調査」（以下、意識調査）では、20 歳

以上で他の世帯員と同居している成人の場合、

家族で朝食もしくは夕食をとる習慣的な頻度

は、それぞれ57％と67％であることが報告され

ており、これは、朝食と夕食のみの平均的な共

食頻度が 1日あたり 1.2回ということを示すもの

であり(18,19)、今回の結果を支持するものであ

る。また、意識調査では 5.6％の対象者が他の

世帯員と共食していないことが報告されており

(18,19)、この結果は、本研究の結果（3.1％）よ

りやや高い割合であった。この相違は、共食の

回数の評価方法の違い（自己申告式質問票と

食事記録）に加え、本研究で算出された共食

の回数が１日に過ぎず、習慣的な共食の状況

を反映できていない可能性から生じたかもしれ

ない。また、意識調査を含め、先行研究とは、

共食に用いられた定義が異なる。先行研究ま

たは意識調査(10,16-19)に用いられた共食の

定義は、いずれも「食事の機会を共にする（例

えば、食事中の家族がいるかどうか）」かを、尋

ねていたのに対し、本研究では食事記録に記

載された食品で案分比率が利用されているか

に基づき定義した、このため、本研究の定義を

用いた場合は、複数の世帯員で同じ食事内容

を、異なる場所（例：お弁当）や時間（例：別々

に盛り付けられた夕食）で摂取した場合も共食

とみなされ、共食の回数が過大評価される可

能性がある。これらの定義の違いにより結果に

違いが生じた可能性は否定できない。 

単一質問（例：「あなたは、この 1週間 1日あ

たり何サービングの野菜を食べましたか？」）

(3,5)または食物摂取頻度質問票(1,3,5)を用い

た先行研究では、共食の頻度と野菜の摂取量

で一貫した正の関係があることが示された(3-



120 

 

6)。これらの関連は、食事評価方法や対象者

の基本特性は異なったものの、本研究で得ら

れた結果でも認められた。これは、他の世帯員

と一緒に食べる食事が一人で食べる食事より

も調理が必要な食材が多いことによるものかも

しれない(20)。同様に、共食の回数と調味料類

の摂取量と正の関連があり、魚介類・肉類・卵

類・油脂類の摂取者割合とでも正の関連が認

められた。 

栄養素レベルでは、共食の回数とたんぱく

質、食物繊維、微量栄養素の摂取量は、正の

関連が観察された。これは、複数人の世帯員

で共食する際の食品の選択は、一人で食事を

する場合と比較し、健康に配慮された食事で

あることを示唆している可能性がある。また、直

接的に比較できないものの、共食の頻度は家

庭料理の調理頻度と正の関連が示されている

(21)。さらに、イギリスの先行研究では、家庭で

調理された食品からのエネルギー摂取割合が

食事の質と正の関係にあることが示されている

(22)。また、日本の研究では、外食頻度は、食

物繊維、ビタミン C、いくつかのミネラルの不適

切摂取者の割合と正の関連が示された(23)。

本研究においても、少なくとも女性では、ナトリ

ウム摂取量と共食の回数で正の関連が見られ

た。これは、あくまでも仮定にすぎないが、共

食とみなされた多くの食事が家庭料理であると

すると、先行研究の結果と一致することになる

とともに、家庭料理が日本人のナトリウムの主

な摂取源であることを説明できるものとなるかも

しれない(24)。 

また、共食の回数とナトリウム摂取量との関

連に男女差が見られた。男性において食品レ

ベルでは、調味料類の摂取量と共食の回数

と正の関連が見られたが、栄養素レベルで

はナトリウムの摂取量は正の関連が見られ

なかった(25)。この理由として、調味料類以外

のナトリウムの摂取源である食品（例：穀類、菓

子類）の摂取量が減少した可能性が考えられ

る。今後は、一人で食べる場合と共食の場合と

で、ナトリウムの摂取源に違いがあるかどうかを

検証する必要があるかもしれない。また、食事

記録の担当者は料理を準備する者（通常は女

性）(26)であることから、男性の調味料類の摂

取量は、共食の回数が少ない群では代理報

告バイアスにより過小評価する可能性も考えら

れる(27)。(26)。ナトリウムの他ほかのいくつか

の食品と栄養素においても男女差が見られた。

例えば、男性の果物摂取量は共食の回数との

関連が認められなかったが、女性の 0 回群の

果物摂取量は他の 3 群より高かった。また、類

似した結果が乳類においても観察された。即

ち、男性の乳類の摂取量は共食の回数と関連

がなかったが、女性の 0 回群の乳類の摂取量

が多かった。これは、一人で食事をする場合、

男と女では、食品の選択に違いがあることを示

唆するものかもしれない。 

本研究では、20～50 代、職業が「オフィス・

サービス系」または「マニュアル系」である対象

者は、共食の回数が 1日 3回ではなく、2回で

ある者が多い傾向が明らかとなった。仕事の形

態は、共食と関連する要因の 1 つであることが

先行研究で示されている(28)。本研究では、年

齢や職業と関係なく、共食の回数が多いほど、

より好ましい食事摂取状況につながる可能性

が示されたが、集団の特性を考慮せずに共食

を促進することは現実的ではない可能性も考

えられるため、更なる検討が必要である(29)。 

本研究には、注意すべきいくつかの限界が

ある。まず、本研究で使用した共食の定義は、

摂取された食品の重量を考慮せず、砂糖類・

油脂類・調味料類・飲料類を除いた 13食品群
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において、1 つ以上を他の世帯員と分けて摂

取したか否かに基づいて判定した。この方法

は、やや恣意的な可能性もあるが、現時点で

は食品重量に基づいて共食を同定するための

基準値は存在していない。さらに、国民健康・

栄養調査では、秤量しやすい食品や料理

（例：ごはん）、あるいは摂取量を推定しやすい

食品（例：パン）の場合、世帯員それぞれの摂

取量を記録することが推奨されているため、こ

の種の食品が、各食事区分で摂取された唯一

の食品である場合、共食が過小評価される可

能性がある。さらに、1 日の食事記録のデータ

を使用したため、共食の回数が習慣的なもの

を反映できていない可能性がある。また、ほと

んどの対象者が 1 日 2 回以上、食事を共有し

ていると分類されたため、回数が少ない群（0

回/日もしくは 1 回/日）の観察数が少ないこと

で、群間の栄養素および食品群摂取状況の

違いを検出が難しくなった可能性がある。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、国民健康・栄養調査における

1 日の栄養摂取状況調査から得られた実際の

食事摂取状況に基づき、共食の回数を同定し、

栄養素および食品群摂取量との関連を検討し

た。その結果、共食の回数が多いほど、栄養

素や食品群摂取量において、一部を除き、好

ましい摂取状況となる可能性が示された。 

以上より、国民健康・栄養調査における栄

養摂取状況調査で比例案分法を用いたかどう

かは複数人世帯の成人の食事摂取状況をあ

る程度反映できる。また比例案分法は、食環

境の整備についての研究において活用できる

可能性が秘めている。 
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表 ３ 複数人世帯員の 20 歳以上の日本人成人（7,196 人）における、1 日あたりの共食の回数別食品群摂取者の割合 

  男性     女性   

  0回 1回 2回 3回     0回 1回 2回 3回   

  115人 585人 1215人 1394人 P†   109人 533人 1481人 1763人 P† 

穀類 100.0% 99.8% 100.0% 100.0% na   99.1% 99.4% 99.7% 99.9% na 

いも類 68.7% 71.8% 71.3% 74.0% 0.27   62.4% 65.9% 69.6% 73.1% 0.02 

砂糖類 72.2% 76.8% 80.7% 79.3% 0.055   73.4% 74.7% 77.2% 78.7% 0.52 

豆類 54.8% 62.1% 76.9% 83.8% <.0001   62.4% 69.0% 78.3% 81.3% <.0001 

種実類 12.2% 24.1% 28.9% 34.8% <.0001   33.0% 25.1% 31.1% 33.5% 0.004 

野菜類 99.1% 100.0% 99.9% 100.0% na   96.3% 99.6% 99.9% 99.9% na 

果物類 39.1% 40.8% 55.2% 74.6% <.0001   68.8% 61.0% 65.4% 76.6% 0.0003 

きのこ類 36.5% 45.9% 53.3% 59.4% <.0001   41.3% 49.5% 53.2% 58.9% <.0001 

海藻類 67.8% 55.1% 60.0% 63.8% 0.1   49.5% 46.7% 54.9% 60.2% 0.0008 

魚介類 73.0% 75.3% 82.4% 88.1% 0.0003   70.6% 69.0% 77.1% 85.4% <.0001 

肉類 90.4% 97.3% 94.9% 93.0% 0.047   82.6% 91.6% 93.1% 91.9% 0.01 

卵類 73.9% 75.4% 80.3% 84.4% <.0001   77.1% 68.3% 76.6% 80.6% <.0001 

乳類 63.5% 60.1% 67.2% 76.5% 0.0002   78.0% 73.4% 77.4% 79.8% 0.37 

油脂類 88.7% 91.6% 92.5% 91.3% 0.003   86.2% 87.1% 91.0% 90.3% 0.03 

菓子類 31.3% 34.3% 35.1% 45.3% 0.29   55.0% 52.9% 53.2% 50.1% 0.45 

飲料類 96.5% 95.9% 95.4% 96.3% 0.67   94.5% 94.6% 95.5% 96.9% 0.09 

調味料類 98.3% 100.0% 100.0% 100.0% na   98.2% 100.0% 100.0% 100.0% na 
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 4

 
 複
数
人
世
帯
員
の

20
歳
以
上
の
日
本
人
成
人
（7

,1
96
人
）に
お
け
る
、
世
帯
共
食
の
回
数
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
栄
養
素
の
摂
取
量

 


